

























奏活動に対する評価」が，沿岸部で実施されたコンサート 103団体に対し ABCの 3段階で表記
されている。それによると，「A＝心底感謝」とされた演奏の傾向としてあげられるのは，主と


























演奏場所 ジャンル 評価 うた関係 うた関係以外
被災地
ポピュラー音楽
A 29  0
B  6  7
C,不明  1  0
クラシック音楽
A  5 18
B 15 21










































































































































































































































































































安全の欲求 △避難所生活（他の家族との壁がない） ○仮設住宅 →
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